若き日のショーレム1914年の日記にみる思想形成 by 石原,竹彦
文学研究論集
第8号1998．2
若き日のショーレム
1914年の日記にみる思想形成
　　　　　Gershom　G．　Scholem　in　seiner　Jugend
－Die　Entwicklung　seines　Gedankens　im　Jahre　1914一
博士後期課程　独文学専攻　1995年度入学
　　　　　　石　　原　　竹　　彦
　　　　　Takehiko　ISHIHARA
1 序一ユダヤ人の目覚め
　ゲルショム・ショーレム（Gershom　G．　Scholem　1887－1982）は，当時，誰も真剣に学問の対象に
しようとしなかったユダヤ神秘主義研究にこだわり続け，これを世界に通用する領域にまで高めた
ほとんど最初の人物である。マイモニデスから19世紀に至る合理的ユダヤ哲学は，理性の宗教とい
う異名をユダヤ教それ自身に与え，その潮流は正当なユダヤ教史と見倣されていた。神秘主義に幾
らかの興味を示したハインリヒ・グレーツ1）でさえも，合理的ユダヤ主義に対する反発の感情の現
れとしてしかカバラの非合理性を理解していなかった。ただ，ショーレムだけが，合理的ユダヤ教
の地下深くに，ユダヤ教の真の生命として脈々と流れる神秘主義の水脈を発見したのである。
　優れた文献学者であったショーレムの歴史記述は無機的な史実の寄せ集めなどではなく，ユダヤ
教の秘密の生命がカバラの中に見出せるかもしれない，という信念に貫かれていた。神秘主義こそ
がハラハー的ユダヤ教の二千年間もの永きに渡る堅固な力を存続させてきたのではないか，という
「夢想」2｝がカバラ研究の原動力になっている。この「夢想」という表現はショーレム自身が使用し
たものであるが，そこには，本論において私が扱うつもりのある問題点が含まれている。「夢想」と
いう語は，ショーレムにとって神秘主義研究というものが単なるアカデミックな興味の対象として
以上に，ユダヤ教とユダヤ世界に対する独自の理想を実現する場として意味付けされていたことを
暗示しているのである。
　本論の目的は，ショーレムをユダヤ神秘主義研究へと結びつけた思想上の枠組を，彼の初期の思
想形成の中に見出すことにある。若き日のショーレムの胸中に芽生えた，自らと自らの民族の未来
にかかわるある期待，彼の生を貫き，その実現の場を神秘主義の研究に見出した思想の根に輪郭を
与えたいのである。これについて，ショーレムに関する優れた評伝を記したデビット・ビアールは，
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本論に基本的な視点を提供している。彼は，非合理主義的な世界を合理的に規定したショーレムの
神秘主義研究を，ショーレムがアナーキストとして世界に対して行った多数の過激な反抗の一貫と
捉えている。3）神秘主義を主題とする学問は明らかに19世紀のユダヤ学への攻撃であった。
　特徴的なことに，ベルリン時代のショーレムの反抗は，家族とユダヤ民族といったものに対する
内部告発に限定されていた。ショーレムの批判の矛先は，ドイツ政府とドイツ民族に対してではな
く，ヨーロッパ的なものへのユダヤ民族の妥協的な局面にのみ向けられていたのである。周囲のド
イツ社会と融合出来ると信じ，この実現のために自らのユダヤ性を歪曲する広範囲のユダヤ人たち
にショーレムは完全に背を向けた。
　反抗的な性格がショーレムに生まれながらに備わったものであったとしても，それを先鋭化した
ものは，個別的な体験から形成された真のユダヤ人としての自覚であろう。若き日のショーレムが
ユダヤの伝統と出会った経緯にここで簡単ながら触れておこう。
　ショーレムは，1913年のある4月の日曜日にブライヒローデという正統派私営シナゴーグのラビ
のもとではじめてタルムードの注釈を読んだときの衝撃を，ユダヤ的なものに対する彼の経験のな
かで唯一，「体験（Erlebnis）」と呼べるものであったと述べている。そこで彼はタルムードの第一
ページを原文で読むことを学び，同じ日に，ユダヤの注釈者達の中で最も偉大な人物とみなされる
ラシが，創世記の最初の節に施した説明を読んだのである。このときショーレムは，初めて伝統の
中のユダヤの実体に出会ったと感じた。ショーレムは何千年にも渡るユダヤ史の中で，中断するこ
となく繰り広げられてきた世代間の対話を発見し，同時に，伝承を今日にまで伝えてきた，一切の
自己欺隔とは無縁の誠実さに感銘を受けたのであった。4）
　ショーレムにとって神秘主義研究というものは，自己欺隔に満ちた周囲のユダヤ世界への反発と
ユダヤ教原典に関する深められた知識，この両者の弁証法的帰結であったと私は考えている。真の
ユダヤ性を探求しその復活を真剣に夢見るあまり，彼のシオニズムは過激なものへと変化していっ
た。家族を離れ，妥協的な性格を強めたシオニズムの多数派から孤立し，革命的かつ無政府主義的
な共同体への憧れからユダヤ教正統派を拒否したショーレムは，前人未到の第三の道を歩んだ。
　真のユダヤ教を体験したと信じた青年は，この真にユダヤ的なものを世界にもたらすことを自ら
の使命であると自覚し，自らの手による「ユダヤ教の更新（Erneuerung）」を夢見た。研究が進むに
つれ彼のユダヤ観は自身の手によって修正されはしたが，鳴り止まぬ若き日の情熱は，なおもそこ
に聴くことができる。この情熱が初めて語られたのは1914年に成立した『旅の観察と旅の思考』に
おいてである。この記述は二年前の日記の刊行によって初めて公表されたもので，ここにショーレ
ムの思想形成の発端を見ることができる。1914年から1915年初頭の約半年間は，ショーレムが自ら
の思想上の方向性を定めた重要な時期であった。特に「旅の観察と旅の思考』には，反抗心に満ち
た彼のユダヤ主義と彼のユダヤ神秘主義研究とを繋ぐ糸が隠されている。当時のユダヤ人青年運動
の動向をとらえつつ，日記記述からショーレムの初期の思想形成を考察していこうと思う。
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II　反戦運動・反シオニズム・反マルティン・プーバー
　ブーバーの神秘主義とブーバーのユダヤ教理解に対する疑念。本当にそれら全ての事柄は，
人が心から欲するにふさわしいほどの精神性を持った，崇高な始のなのだろうか。それらは雑
談に過ぎないのではなかろうか。僕はたいへん困難な状況にいる。というのも，僕の足下のす
べての支えが消え失せてしまうからだ。（1914年12月7日の日記）　Tb．　S．72
　ショーレムのシオニズムは，マルティン・プーパーやアハド・ハアムに代表される，いわゆる文
化的シオニズムに分類されるが，彼のそれは，よりいっそう過激な精神的運動で，宗教的な要素を
強調していた点で異彩を放っていた。5）ここでは，『旅の観察と旅の思考」以降，外へ向かって展開
していくことになったショーレムの反抗を，ショーレムと彼が属していたシオニズムグループ「ユ
ング・ユダ（若きユダヤ人）」との関わりとマルティン・ブーバーに対するショーレムの嫌悪を中心
に概述しておこうと思う。比較的穏やかな時期にショーレムの内部で方向性を定められた思想の原
形は，1915年初頭の数日間に自らのシオニズムの遂行というかたちで外へ向かって噴出した。我々
は，まずこの事件に目を向けてから，方向性決定の年，1914年に再び戻ってくることにしよう。
　この章の冒頭に挙げた1914年12月7日の日記記述に見られるように，この日ショーレムは，シオ
ニズムの権威者マルティン・ブーバーへの彼の否定的な評価を初めて明らかにした。彼はブーバー
の講演を聴きに行き，そこで，プーバーが戦争に対し肯定的な考えを持っていることを知ったのだっ
た。そのとき，これまでブーバーに陶酔していた若きショーレムは，プーバーへの不信感を覚えた。
これ以降この感情は，反戦運動を通じてますます強められていくことになる。
　当時，青年シオニズムの精神的指針を示してきたブーバーは，第一次世界大戦勃発とともにユダ
ヤ青年を戦線へと送り込むことに寄与した。ユダヤ人は，戦争という共通の「内的体験」を通じて
精神的な調和を手にすることが出来るし，同時に，この「内的体験」はともに手を取り合って戦っ
たドイツ人とも共有されるであろう。プーバーによって戦争は，世界との合一を為し遂げる神秘的
「内的体験」の域にまで高められた。「内的体験」という術語は元来，知覚感覚では説明しきれない
神秘主義者特有の直感的経験，っまり神との合一を表すものであったが，それは次第にブーバーが
理想とする社会共同体のあり方を規定するものになり，このことがプーバーの戦争に対する態度を
決定づけた。社会共同体へのプーバーの理想をビアールは次のようにまとめている。
　ブーバーが心に描いていた共同体は，この「内的体験」を共有したすべての個々人の間での
直感的な親近性に基づいていた，と考えられる。「絶対」の経験を分かち合った人々は，社会的
分野ではお互いに交流をする必要も，あるいはすることもできないけれども，それにもかかわ
らず「内的経験」は，彼らを新しい革命的な共同体へと推し進めた。この共同体は，外面上課
せられたあらゆる制約から自由であろうし，同じ神秘的経験を有するメンバーやすべての仲間
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たちのあいだでの内面的な，そして直感的な知力によって刺激を与えられることだろう。6｝
　戦争は革命的な共同体を築くに不可欠な神秘的経験をもたらすに違いない。戦列に加わり，共に
戦うという「絶対」の体験を軸に強められた民族内，及びドイツ人との内的な結びつきによって，
シオニズムは安住の地を見出せるかもしれない，という期待がシオニズムの信奉者，ならびにシオ
ニズムにほとんど無関心なユダヤ人達の心をも捕らえた。戦争に対するプーバーの肯定的態度に一
部の過激派のシオニストらが抗議したが，シオニズム全体の同化路線を阻止することはもはやでき
なかった。ショーレムは，彼が以前より所属していたユング・ユダを過激な反戦グループへと導き，
そこでDie　Blau・Weisse　Brille（青白眼鏡）という同人誌を発行し，ブーパーを攻撃した。
　日記の記述によると，プーバーとシオニズム全体に対するショーレムの攻撃は1915年1月20日に
ユング・ユダとシオニズム全体の革命を決意することから開始された。そこで彼は，プーバーだけ
でなくシオニズムの偉大な指導者であったテオドール・ヘルツェルをも拒絶し，ユダヤ教のあらゆ
る事物に対する革命を宣言したのである。
　我々は改革や改良を望むのではない。我々が望むのは革命や更新（Erneuerung）である。革
命を我々の組織に迎え入れたいのである。＊＊＊略＊＊＊我々は革命家であるべきで，いつで
もどこでも我々が何者であるのか，そして何を望むのか語るべきである。＊＊＊略＊＊＊だが，
我々はユダヤ教の全ての事柄に対して革命を望むのだ。我々はシオニズムを革命化し，アナー
キズムを，支配権力のない世界を説きたい。＊＊＊略＊＊＊我々はシオニズムからその堅苦し
い（形式主義の：筆者註）衣装を剥ぎ取りたい。＊＊＊略＊＊＊我々はヘルツェルを拒否する。
前進をやめ反転してしまった今日のシオニズムに彼は責任を負っている。シオニズムはせこい
組織になってしまい，権力者の前で這いつくばっている。＊＊＊略＊＊＊「ユダヤ人国家」。こ
れを我々は拒絶する。なぜならば，我々はアナーキズムを説くからである。つまり，我々は国
家を望まない。ひとつの自由な共同体を望むのだ。Tb．　S．81
　シオニズムの罠にはまって戦争の犠牲になる同胞達の運命を悲観し，ヒステリックな感情が彼を
襲ったのであろう。具体的な解決策に触れることなく，彼は「革命」という言葉を繰り返し，アナー
キーな民族共同体の必要性を説いている。
　シオニズムとユダヤ教に関する巷に支配的な神話。この神話形成にプーバーは多大な影響を及ぼ
し，多くのユダヤ青年が楽観的かつ盲目的なユダヤ人問題の解決法を信じ，戦死した。ユダヤ教原
典の学習にのめり込み，自己欺隔に支えられた現代の形式主義と権威主義とは隔絶したところに，
立ち返るべき真のユダヤ伝統を発見したと信じるショーレムにとって，戦争がもたらすであろう「内
的体験」の共有は訪弁的，護教論的な人工物に思えたに違いない。後にショーレムが定式化してい
るように，ユダヤ人の文化的共同体を実現するにあたって不可欠なものは，ユダヤ教原典とヘブラ
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イ語学習を通じて共有される民族精神の「内的体験」だったのである。7，プライヒローデのもとで初
めてタルムードの注釈を読んだときのことをショーレムがErlebnis（体験，内的体験）と呼んでい
るのは決して偶然ではない。
率先して兵役につくユダヤ青年たちは，彼らの行為がシオニズムの目的にかなっていると信じて
いるが故に悲劇的であった。ショーレムの多くのシオニスト仲間がロシア戦線へとかりだされた。彼
らは彼らの愛国心のために戦うのではない。彼らの有能さを証明するため，シオニズムの成就のため
に戦うのである。7日後の日記の中で，ショーレムは彼らになおも呼びかけた。
　ああ，極めて哀れな君たちよ。血と死体の海によこたわるヨーロッパの戦場から，そうした
混乱から更新（Erneuerung）と解決がユダヤのためにもたらされ得ると君たちは考えている。君
たちはなんて間違ったやり方でシオニズムを理解したのだろう。我々の民族の同胞と，我々に
は動機もないのに殺し合わねばならない関係のない者達の亡骸の上を越えていくのが我々の道
なのだろうか。＊＊＊略＊＊＊いや，違う。それは我々の道ではない。＊＊＊略＊＊＊我々の
道は，内部からの革命の道である。この道は，関係のないヨーロッパ人の亡骸を越えてはいか
ないのである。Tb．　S。85
　アナーキズムを支柱とする彼の多数派への反抗は，これに加えて，ヨーロッパ的なものへの確固
たる拒絶を主張する。彼は日記に「我々は我々に備わったあらゆるヨーロッパ的なものを拒絶する。
なぜならそれは半端（halb）な要素だからだ」Tb．　S．81と書きつけていた。ユダヤ人にとって半端な
要素であるヨーロッパ的なものとの結合を説くプーバーへの怒りは，この記述の末尾に，間接的で
はあるがはっきりとそれとわかる形で表現されることになった。
　君たちがやってきていることがそうでないのなら，いったい民族同化とはなんであろうか。
君たちはなおも肉体と魂を備えてここにいる。そして，オリエントから君たちに向かってくる
憧れの翼の羽音を君たちはまだ聞いていない。君たちは半端者（halb）なのだ。＊＊＊略＊＊＊
大学教授たちのお喋りに目を眩まされられないようにと（彼らが真のシオニストならば：筆者
註）叫ぷべきだったろう。Tb．　S．85
　この1月27日の記述をもってショーレムの憤激は頂点を迎えた。戦争勃発によって浮き彫りにさ
れた，ヨーロッパ的なものへの大多数のユダヤ青年たちの固執はショーレムをいたく失望させたに
違いない。ショーレムは戦後，1923年にイスラエルへと移住したが，その当時，移住者に占めるド
イツ系ユダヤ人の割合は1パ“セントにも満たなかった。このことからもドイツ系ユダヤ人のヨー
ロッパへの依存度の高さを知ることができるだろう。一方，プーバーは，多くのシオニストの期待
を裏切り戦後のドイツに残ったため，それまで彼を支持してきたユダヤ青年たちの信頼を失ったと
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言われている。8）
m　　Die　Erneuerung　des　Judentums（ユダヤ教の更新）
　戦争勃発時のショーレムの過激な革命思想は，ユダヤ世界に突きつけられた諸問題を巡るブー
パーとの確執を用意した。9）にもかかわらず，彼の初期の思想形成には，ブーバーから学んだ多くの
事柄の反映を見ることができる。『旅の観察と旅の思考』を考察する際に明らかになると思うが，戦
争が勃発した当時，彼はプーバーから借用した言葉によって自らを語ったのである。これは後期の
著作にも指摘できる特徴であるが，ショーレムはある特定の語彙と言い回しに特別な思い入れを抱
いていたらしく，それらの表現を使用することによって，文脈の中では言い尽くせない意味空間を
喚起することがある。そうすることによってショーレムは，文字通りの意義との何かしらの差異を
暗示しているように思われる。例えば，彼が「体験（Erlebnis）」と言うとき，彼はそこにプー
バーの「内的体験」との差異を意識している，という具合にである。先に引用した1915年1月20日
の日記に見られた「更新（Erneuerung）」という言葉もそうした語彙のひとつに数えられるだろう。
この語彙は，「革命」と並んで，ショーレムのめざすシオニズムの目標として挙げられていた。「ユ
ダヤ教の更新」は『旅の観察と旅の思考』でもショーレムの中心的な関心事でもある。つまり，こ
の言葉には，未来のユダヤ人共同体のあり方へのショーレムの理想が隠されている。
　1911年に出版されたブーバーの著作「ユダヤ教に関する三つの話』に含まれる三番目の話は「ユ
ダヤ教の更新」1°）と題されていた。たしかに，これ以前にも同じテーマを扱った著書はいくつか存在
したが，ブーパーのこの著作がショーレムのユダヤ思想に多大な影響を与えたことは，ショーレム
の日記記述を見る限り間違いない。「ユダヤ教の更新」という術語へのショーレムの理解を見る前
に，ブーバーのこの著作に目を通し，ショーレムに流入したブーパーの思想を確認しておきたい。
　ブーバーによって提唱された「ユダヤ教の更新」は，現代の進歩観に真っ向から対立するもので
ある。我々の行為は現在では「進歩（Evolution）」の概念に支配されており，そこでは民族的な精
神と意思はもはやうまく機能しない。生活世界を規定する日々の進歩は，細かな諸原因から導き出
された変化の総体から成り立っており，そこには世界を根底から覆す偉大な行為者は出現し得な
い。かつての英雄は神の絶対性のうちに自らの肉体を置き，神の言葉を直に感じたのであった。し
かし，現代では，人はせいぜい小さな進歩に貢献することしか期待できない。不可能を望まず，た
だ可能なことを為す。
　プーバーの「更新」は，硬直した現代社会の体系を根本からつき崩したところに突如出現する革
命的な事件である。彼はそれを説明するために，イザヤ書の作者を引き合いに出した。イザヤ書の
作者は神によって新たに創造された天地を見た。世界の装いが目に見える変化を引き起こしたので
はない。精神的な覚醒がもたらされたのだ。イザヤ書の作者の肉体は，依然として彼の肉体のまま
で，何らの能力が彼に宿ったわけではないが，彼に本来備わった力は大きく躍動し，統一に向かっ
て集結する。ここに新しい世界が誕生した。プーバーの考える「ユダヤ教の更新」は，こうした「内
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的体験」を全ユダヤ人が同時的に享受したときに実現する精神の革命なのである。
　ユーデントゥームは，プーバーにとって精神的な闘いの歴史である。’統一の理想，行為の理想，
未来の理想というユダヤ教特有の交錯した精神活動はユダヤ世界の．複雑な価値観を生み出したが，
それらは「絶対的な生」をめざす精神的努力の過程に過ぎない。特殊な才能を与えられた民族は，
「相対的な生」と「絶対的な生」を同時に生きる，とブーバーは言う’。「相対的な生」とは，地上の
諸力の連続のただ中に存在する現実の民族共同体を指している。そこでは全ての出来事は偶然的，
且つ無意味なつかの間の現象にすぎない。だがこれに対して「絶対的な生」は，不滅の精神性を表す。
「相対的な生」を貫き，「絶対的な生」へと入り込む視線こそがユーデントゥームの本質なのである。
　しかし，ユダヤ教には，「絶対的なもの」をめざす民族の生命力を硬直させる要素がもとよりその内
部に存在していた。それは，儀式からその本来の意味を奪い取るユダヤ教のなかの形式主義的な諸
力である。例えば，ユダヤ民族を性格づける統一の理想は，あらゆる概念を唯一の概念に還元しよ
うとする衝動と，民族内の分裂を「絶対的な生」へと統一しようとする熱望を同時に導き出した。
預言者の時代にはこれらは互いに調和しあっていたが，しだいに前者の性格が強められるつれて形
式主義の時代が到来した。ブーパーは司祭とラビ達をその代表者とみなしている。これによってユ
ダヤ教は硬直し，意味を失った儀式の宗教となる。
　司祭とラビ主義，ならびに現代のユダヤ教に特徴的である形式主義の傾向は，本来のユダヤ教の
精神にとって異質なもののようにブーバーには思われた。ユダヤ民族は，自らの行動によってのみ
神と結びつく，とプーバーは確信している。聖書に示された戒律は，そのほとんどが行為を規定す
るものであるが為に，ユダヤ人のとる行動のひとつひとつが神への誠実さを表していると言うの
だ。こうした神との関係をプーバーは「宗教性（Religiositat）」と呼んで「信仰（Glaube）」とは区
別している。彼の理解の中で，「宗教性」は現代に復活せられるべき預言者の時代のユダヤ教と結び
つき，一方，「信仰」は現代の主力をなしている宗教の形式主義的な側面と結びつく。
　「信仰」は，知覚的な能力に基づいて世界を階層づける西洋人と神との関係であって，オリエント
の民であるユダヤ人には無縁のものであるはずだった。原始共同体の時代が終わると，宗教に形式
を与え，その存続に責任を負っていた司祭達は，結果としてユダヤ教の本質である「宗教性」を損
なうことに貢献した。概念の統一を謀る彼らの一枚岩的なユダヤ教解釈は，ユダヤ教を西洋の「信
仰」へと近づけ，「絶対的なもの」へ統合されることを切望する民族の魂は地下へと押し込められ
た。この状況にあって，生ける神はもはや姿を消した。
　ブーバーの「更新」が，民族に内在する忘れられた「宗教性」，「絶対的なもの」への憧れの回復
を意図していたことは，彼のシオニズムの性格をよく表している。ブーバーの言うオリエントへの
回帰は，少なくともこの著作においては，パレスティナでの建国を必ずしも主張してはいなかった
ように私には思われる。ユダヤ人は，その気になれば，たとえヨーロッパに身を置きながらでも，
「信仰」の諸形式を振り払い，自身を純化し，オリエントの民族に特有の「宗教性」を取り戻すこと
ができる，という可能性をここから読み取ることができるのである6ユダヤ民族に本来備わった「宗
一211一
教性」の復活は，その由来ゆえに，ヨーロッパ的なものをユダヤ民族の側から拒否するための契機
となるに違いなかった。若い世代のユダヤ人達は，プーバーのシオニズム思想に，ユダヤ・ドイツ関
係を反転させる可能性，つまりユダヤ人の側からヨーロッパ世界に三下り半をたたきつける可能性
を見た，とも考えられる。当時のブーパーの思想は，ヨーロッパ的なものへの受動的な態度と意味
無き儀式の繰り返しにうんざりしていた若年層のシオニスト達の心をひきつけた。だが奇妙にも，
第一次世界大戦が勃発したとき，本来非社会的な精神活動を前提としたオリエント精神への回帰は
社会的現象へと姿を変えた。戦争とともに，均衡を失ったドイツ国内の諸力をひとつにまとめるた
めの参戦の「内的体験」がやって来たのだった。普遍的な真理を求めるブーバーの哲学者としての
素養が，「更新」を全人類の統一への理想へと変化させたのかもしれない。彼の「ユダヤ教の更新」
は，民族の問題をいつのまにか大きく踏み越えていたように思える。11）
　第二次世界対戦後，ショーレムはユダヤ青年を戦争へと向かわせたプーパーの「ユダヤ教の更新」
を批判し，彼をドイツの愛国者の列に加えた。12）しかし，第一次世界大戦前には，彼は紛れもなく
プーバーの信奉者であったし，彼の思想の形成が，ブーバーのシオニズム思想を母体としているこ
とも確かである。1915年初頭のあの事件以来，ショーレムは「ユダヤ教の更新」という術語をスロー
ガンに揚げないようになったが，彼の思想の始まりには明らかにこの術語へのこだわりが伺える。
ショーレムの内部でいかにしてプーバーの「更新」がショーレムの理想を表すものへと書き換えら
れ，非妥協的な孤独なシオニズムを支える根となり得たのだろうか。また，神秘主義研究への主観
的な動機は，ショーレム自身の手になる「ユダヤ教の更新」にどの程度負っているのだろうか。
IV　　”Reisebeobachtung　und　Reisegedanken”（旅の観察と旅の思考）
　　　僕はこれまで何を書いてきたのだろうか。ハシディズムについてはまだ何一つ書いてない。
　　4ヵ月前に唯一，僕の旅の思考を書いただけだ。これは僕にとって価値のある唯一のものでもあ
　　る。それは嘘などついていない。これは滅多なことではない。＊＊＊略＊＊＊いつだって何か
　　を言いたいと思うが，その何かが喉につかえて出てこないことに気づく。後からでは駄目だ。
　　少なくとも僕は駄目だ。僕には言葉を見つけることが出来ないのだ。（1914年10月15日の日記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tb．　S。42
　「旅の観察と旅の思考』は，1914年8月17日，ショーレムがスイスのゴットハルト峠の山中に滞
在した際に執筆された。長大ではないが，そこには，それまでの日記記述には見ることのできない
精神的な深みを認めることができる。章の冒頭に挙げた日記にもあるように，この記述はショーレ
ムにとって，それが彼の精神の深みより生まれ出たものであるがゆえに類いまれな価値を持ってい
た。つまり，『旅の観察と旅の思考』は，ショーレムが自らの思想を定式化しようとした最初の試み
であると言えよう。自らの文学的素養の乏しさを嘆くショーレムは，山の孤独と雄大さから得た霊
感の力を借りて，ここに自立した思想を初めて表し得たのである。たしかにその内容には，はっき
りと思想と呼べる程の論の一貫性はまだ備わっていない。だが，16才のユダヤ青年の内部では，ユ
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ダヤ教とユダヤ民族に対する独自の思想が次第に形を整えつつあった。ブーバーへの疑念とブー
パーとの思想上の差異をショーレムは未だ意識したことはなかったが，彼の激しい個性と体験は，
プーバーから得た知識を発酵させ，それを材料に新しい「ユダヤ教の更新」を組み立て始めていた。
それはまだ予感の範疇を出なかったがため，物事の諸関連の中でうまく体系づけられはしなかっ
『た。ショーレムの内奥を浮かび上がらせることが出来たのは，『旅の観察と旅の思考』を構成する詩
的な言語の力であった。
　「旅の観察と旅の思考』は次のようなくだりで書き出されている。
　ここに書き置く思考は，机に座って考え出されたものではない。僕はこれらの思考を順序よ
く引き寄せたわけではなかったし，誰にでも分かるような関連に組み入れもしなかった。どこ
へ行くのか，どこから来たのかをはかる座標系に，僕はこれらの思考を関連づけなかったし，
ある構成の，つまり不十分な因果関係というスペイン式靴型拷問具の中にそれらを押し込めた
りもしなかった。もっぱら僕たちの体験（Erleben）は，後になると一列に並べられて整理される
ものなのである。あらゆる革命は，後代の人々の目には徐々の発展のように写る，と言われる
が，ここで僕が書き留めようとするものは，呼ぴもせず，つかまえもしないのに，折にふれて
僕たちの方に向かって流れてきて僕たちにくびきをはめるような思考なのである。山々の高み
から，純粋な喜びからそれは生じ，君の足もとに達する氷河の裂け目に沈んでいく。しかし，
このことが思考の本質ではない。行き来し，ある知られざる必然の海より生まれ，それが源を
発する忘却の無へと入り込むことが思考の本質なのではない。思考の本質とは，ひとえにこの
生成と消滅の束の間，その至福の体験（Erleben）の永遠なる瞬間である。　Tb．　S．28
　様々な着想がショーレムの脳裏をかすめる。その取り留めのなさに，彼はそれらをいちいち丹念
に吟味し，論理的に関連づける余裕はない。ただ，思考が生成し消滅するまでの瞬間を捕らえて書
き置くことしか出来ない。熱い心でここに書き残された瞬間め生成物は，革命が後の世の人の目に
徐々の発展に写るように（革命と進歩の対比は紛れもなくプーバーの著作の影響である），いずれは
冷静に整理され，筋道の通った一本の思考へと体系づけられるであろう。しかし，そこにはもはや
生命の躍動感はないのである。これに対し，革命と呼ぷに相応しい力強さをもって，今，ショーレ
ムの意識へと入り込んでくる思考の断片は，たとえそれが不調和な色合いを呈していようとも，よ
り切実にこの時期の彼の生を物語っている。なぜなら，人の思考の本質は，穏やかな進歩のプロセ
スの中にはなく，生成と消滅のほんの束の間に集約されているからである。無機的な解釈に陥る危
険に直面しながらも，ここに成立した無秩序な思考の記述に明確な関連を与えるのは，後代の人々
である我々の仕事であり，山を降りてからのショーレムの仕事でもある。
　明確な思考の関連を前提とする現代社会は，内部からこみ上げてくる，依然，流動的な思考の原
形を決して必要としないだろう。だが，ショーレムにとって，それは真に神的な存在と固く結びつ
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いたもののように思われた。自分自身における神は，外部での事物の関連の中ではなく，自身の内
部にあって思考の閃光を放つ場所に，つまり，外界との関係を断って，絶対的な孤独に身をおくと
きにはじめてその存在を認め得るのである。ショーレムは，この神に会い，新たな啓示を世界にも
たらすためにここにやってきたのだった。
　この旅行を娯楽とみなさず，人間に火をもたらしたというプロメテウスが行ったのと同じ一
つの探検旅行であると見なしていたこの僕が，どうして旅の思考としては相応しくないような
思考をここに記録したのか分かってもらえるだろう。僕が，普段から自分のなかにあるのと同
じ事柄について，この孤独のなかで，あれこれと思いめぐらしたことを分かってもらえるだろ
う。僕は神を，ダピッド・シュトラウスの言葉によれば，下の方の場所で，住宅難に襲われた
神を，上の方の場所で探したのだった。それなら，僕の思考も理解されるだろう。Tb．　S．30
　彼が記す思考の断片は，ショーレムの脳裏に，突如，湧き出たものではない。もともと彼に内在
していたものが，真実の神が住む山の中で，初めて彼の意識の表層へと引き上げられ言葉の輪郭を
与えられた。これはショーレムの身におこった精神の革命である。個人の体験を通ヒて形成される
思考の原形を，人は普段意識しない。だがそれは，生に彩りを与え，進むべき方位を指し示す力へ
と高められ得る。それ故，思考の覚醒は，神との選遁にも等しく貴重な体験なのである。
　山には神が住んでいる。だがそれは，下のあのさえない家の中で，人々が呼びかける神では
ない。この神は方向を指し示す魔法も持ち合わせていない。また，世界が人々にとってあまり
にも重すぎるのものだから，この世界を神の肩に負わせた，その神ではない。そうではなく，
内的体験の神（Gott　des　Erlebens）が住んでいる。　Tb．35
　山に住むとされる「内的体験の神」。ここで語られる神のイメージは，プーバーの言う，神秘家に
「内的体験」をもたらす「絶対」の神に由来している。だが，歴史を通じて「内的体験」は神話（伝
説）を生み出してきたし，その共有は新しい理想の共同体を保証していた，というプーパーの考え
は，ここで，ショーレムによって修正され始めた。つまり，ショーレムにとって神との合一は，決
して神秘家特有の宗教的な開眼ではなかったし，それを万人がある出来事をきっかけに容易に共有
出来るものでもなかった。彼にとって「内的体験」は，意識の裏側に隠され，もしくは社会に向け
られた我々の自我が見失っていた精神の躍動を，再び活性化させるための個別的な契機を意味して
いた。「内的体験」は外部から与えられるものでも，外部で勃発した何かしらの事件を契機に手に入
れることができるものでもない。ユダヤ教原典に触れた際の喜びと，山での思想の形成は自らの内側
にもとから備わっている不活性な精神を呼び起こす。つまり，神の発見と新たなユダヤ世界を夢見る
思考の形成は，互いに同一の過程を通して為し遂げられる民族救済のプロセスとなる。思想の探求を
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民族を救う神への働きかけとみなす視点がショーレムの「ユダヤ教の更新3を特徴づけている。
　ショーレムは「更新」に関する記述を「旅の観察と旅の思考』の中心に置いた。
　更新（Emeuenmg）。ひとつの古い言葉。古い書物からそれは私たちに向かって響く。太陽は
更新の象徴ではないか。被造物と世界。太陽はそれらを新たに創りだす。我々の手には古い一
つの言葉がある。最初のものと同じくらい古い言葉。それはこの様に語る。神は同じものを二
度は創らないと。出来事の渦から新たにその兆候が立ちのぼる。素材は古いものである。しか
し，印は新しい。だが，これは更新なのである。つまり，そこに存在するものは，唯一，一度
きりのものなのだ。新たにそれは浮上する。存在したことがないものが。出産の洪水がその母
体である。二度とくり返されることなく，それは洪水に沈み込む。他の場面でも，あらゆるも
のが現れ出る。それは変容している。だが，変容というものは，お前がそのものの額に失われ
ることのない永遠なるものの印を貼りつけるといテことなのであって，永遠のものにすること
でない。つまり，事物として大地の諸々の事物に加わり，星として天の星々に加わることなの
である。Tb．34
　「旅の観察と旅の思考』に現れる神の概念は，無論，人間によって造られた「信仰」の神ではな
い。それは，比較的，「宗教性」の対象としての神秘主義的神概念に近いものである。彼の神の概念
はより個人的な体験と結びついたものだったので，その神との出会いによって為し遂げられるであ
ろう「更新」は，真っ先に個人的な覚醒を意味していた。ショーレムの神は，はっきりとした輪郭
を持たないが，消滅の後の古い残骸から新たにものが生成されるという性質を中心に，様々な現象
と結びつく。この性質は個人的な問題を越えて民族の覚醒という問題にまで拡大された。
　この引用箇所で，神は太陽の形象を借りて描かれている。山々の雄大な自然の摂理に，ショーレ
ムは「更新」の最良のモデルを見た。消滅は常に新たな生成を生み出す母体である。この母体の中
に忘れられた残骸を，再び意味のある形成物へと為し遂げるのは永遠なる太陽の業であった。古い
素材は，ここに新しい印を手に入れ，比類ない一度きりの生を営む。永遠なるものの証は，新たに
生まれ出た事物を構成している古き素材と，消滅と生成の連続という現象そのものの中に見出され
るのである。
　しかし，自然現象の中に見られる「更新」が，個と民族の次元に移される．とき，「更新」は我々の
側からのある働きかけを必要としている。後半部に突然出現する「お前」に対し，ショーレムは「そ
のものの額に失われることのない永遠なるものの印を貼りつけること」を要求していた。かつてモー
セが，神から得た啓示の力によって民族に生きる方向を指し示したようにt”fユダヤ人各々は民族共
同体の今後の存続に責任を負わなければならない。未来へのショーレムの飛躍が，生成と消滅をく
り返す精神の混沌から思考の断片を引き出したことによって開始されたように，民族は，自身の深
みで脈々と受け継がれてきた民族の財宝に手を伸ばすことによって，自らに捺された永遠の印を，
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正しい未来への道を照らし出す永遠の炎を我が物とする。
　永遠の民族性を覚醒させるという課題は，今，思想をまとった自我へと自らを革新する若きショー
レム自身に課されていたものであったし，また，それはショーレムと同世代のユダヤ青年全体にも
課されるべきであった。ショーレムは自我の覚醒を体験する青年世代に，民族をも覚醒させる可能
性を見たのである。ショーレムの思考の中で，民族の秘密の生命力はショーレムの属す青年世代の
若い魂と重ね合わされた。この信念は，『旅の観察と旅の思考』の2ヵ月後に書かれた「新生の種
族」に関する日記記述の中により明確に現れている。
　「新生の種族」に関する記述の中で幾度となく繰り返されるJugendという言葉には，青春，青
春時代，青年，若者という本来の意味がある。ショーレムはこの語に二重の意味を与えることによっ
て，「ユダヤ教の更新」を為し遂げるべき若きシオニスト世代と，「更新」の実現のために呼び戻さ
なければならない若返りの力との同一性を強調したのである。以下にその該当箇所を引用するが，
Jugendという語は敢えて訳出しないでおいた。
　かつてある民族がいた。この民族は地上で幸福を持てなかったし，彼らを照らす天もなかっ
た。この民族の道は闇であり，その生は誤りであった。だが，この民族はかつて若かったこと
があった。ずっと昔，本当に若かったのである。＊＊＊略＊＊＊ある者がこの民族に呪いをか
けた。重い呪いを。民族は彼らの地を追われ，見知らぬ者達の中へと，他の神々のもとへと，
新しい星々のもとへと向かわなければならなかった。Jugendを置き去りにして。彼らは
Jugendをともに連れていくことを忘れていた。　Jugendのことを考えなかったことは大きな誤
りであった。民族は照わなければならなかった。これが呪いであった。そして，何千年か後に
なって，新しいJugendがやって来たとき，民族のJugendと彼らの故郷を探していた種族が
やって来たとき，そこにJugendは見つけられなかった。＊＊＊略＊＊＊彼らのうちある者は，
沈黙し，絶望し，堕落した。他の者は，民族のためにJugendを再造し，民族にかけられた呪
いを祓うために，別の世界に順応した。人はこの者達をシオニストと呼ぷ。これはつまり，渇
望の人である。彼らは，太陽が沈んだ晩に起き上がった者達，Maschkime　hoerewだ。彼ら
がJugendを見つけるのかどうか，我々には分からない。というのも，彼らには，彼らに道を，
探求に軌道を示す星をわずかしか持っていないからである。人は彼らを新生の種族と呼ぷ。人
が彼らを希望のない種族と呼びませんように。Tb．　S．46
　民族の衰退の歴史は，ここで人間の生涯に讐えられている。オリエントを追われヨーロッパに移
住して以来，ユダヤ民族の誤った生は続いている。見知らぬ人々に紛れ，消えゆく運命を背負って
生きる不幸は，Jugendの欠如がもたらした呪いである。かつてこの民族ははちきれんばかりの生
命力に溢れ，民族の青春を謳歌していた。だが，ディアスポラの始まりとともに，青春は終わりを
告げ，老いと衰退が民族を支配した。民族から青春を奪ったのはディアスポラではない。彼ら自身
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が青春を忘却の闇へと葬り去ったのである。故郷を追われたことは確かに不幸な出来事だった。だ
が，それが民族にかけられた呪いではなかった。民族の生命を失ったことこそが呪いだったのであ
る。老いた民族の内部で世代の交代が繰り返される。新たに生を受けた青年達は，彼らの若い魂を
受入れ，能力を発揮させる場所を何処にも見いだせず，結果，老いた民族のゆっくりとした死への
行進に付き添うことしか出来なかった。この状態のまま数千年がたってしまった。
　ユダヤ教の生き生きとした情感が失われてから数千年後，歴史の舞台に新たなJugendが登場し
た。彼らはユダヤ教を死へ追いやる両親の世代に反抗し，再び民族の生命を取り戻そうとやっきに
なった。これまで誰もが歴史の必然とみなしたユダヤ教の死を，彼らシオニストはくいとめようと
している。それ故，彼らは「新生の種族」と呼ばれるのだ。彼らは彼らの若さによってユダヤ教に
生命の躍動を蘇らせるかもしれない。
　しかし，引用部を結ぷショーレムの祈願からも分かるように，当時のシオニズムがユダヤ教の隠
された生命を見つけ出すことにショーレムは懐疑的だった。秘密の生命へ至る道はシオニズムに
とって，依然，隠されたままであるように彼には思われた。Jugendへの道は，受動的にそれを心
待ちにする万人に示されるものではない。シオニスト達が，個人と民族の意識の内側へ目を向ける
ことなく，外部の要因に，ヨーロッパの産物と煽動者の声に翻弄されるだけであったなら，彼らは
民族の誤った生を繰り返すことであろう。実際，シオニズムにはそのような危険性が色濃くうかが
えた。このいら立ちにも似た感情に押されて，尚更，ショーレムは同世代のユダヤ青年達に「民族
の若者」としての覚醒を期待したのである。
　「旅の観察と旅の思考』の中でショーレムは，我々が既に見てきた1915年初頭の日記と同様に，
ユダヤ青年達に次のように呼びかけている。
　モーセが人里離れた荒涼とした山の中を神を訪ねに歩きまわったとき，「靴をぬげ，なぜなら
お前が居る場所は神聖な場所だから」という声が聞こえてきた。なおもモーセは先へ進み，神
を彼の民族のもとへ再びもたらした。己の孤独な道程に神を探す君達よ，この言葉を聞け。岩
の斜面や雪の平原の荒涼とした石の原をさまよっているとき，神を探せば，どこででも神に会
えると思え。だから靴を脱げ。君達を押しつける全てを，あらゆる中途半端（halb）さや妥協を
自分たちからかなぐり捨てよ。君達の道中，分かたれることなく一体でいろ。容赦のない厳し
さの精神（Geiste　rUcksichtsloser　Strenge）によりみずからを更新せよ。神がモーセにとって
そうだったように，神が君達にとっても全てを食い尽くす炎であるように。Tb．　S．36
　ショーレムは，モーセが真実の神と出会ったかつての道程を，現在ショーレムが訪れているスイ
スの山々の情景と重ね合わせながら再現する。モーセの歩みは，「更新」のモデルとなる。精神的に
すでに孤独であったモーセは，シナイ山の高みで40日間の断食を行うことによって，孤独の極限状
態にその身を置いた。強烈なおののきが前進する者の魂を貫き，「走る霧の切れ端はデーモンとな
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る。」（Tb．　S．35）人を寄せ付けない気高い山へと引き寄せられ，強い風と見通しのきかない霧を貫
通したとき，モーセの耳に，突然，神の声が聞こえてきたのだった。
　ユダヤ青年ひとりひとりがモーセを生きなければならない。「更新」を成就するユダヤ教の生命力
としてのJugendは，個々人が山での危険かつ孤独な放浪を体験した後に初めて明らかになるだろ
う。なぜなら，「神は危険の中にいる」（Tb．　S．　33）のだから。
　真実の意識を覚醒させる場としての「山」。『旅の観察と旅の思考」の別の箇所でショーレムは，
「共同社会の広く枝をのばした樹木から身を引き離した者は，そこに上昇する思考を知る」（Tb．　S．
34）と記した。ショーレムが見たスイスの山々はシナイ山の形象と融合してより抽象的な概念へと
拡大され，変容する。彼がユダヤ青年に求めたものは，彼らを育んだぬるま湯の共同社会から完全
に身を引き離し，危険な山へと，個々人の意識と民族の歴史が堆積した隠喩としての「山」へと向
かう勇気である。それはつまり，ユダヤ青年達を山から遠ざけていたもの，ヨーロッパでの快適な
生活への固執と，それが為に引き起こされたヨーロッパ的なものとの妥協を自身からかなぐりす
て，自らに宿る孤独な自然へと回帰する決意である。これがショーレムがユダヤ青年達に求める「容
赦のない厳しさの精神」なのである。
　ショーレムの生来の性質であった「容赦のない厳しさの精神」は，山での体験を踏まえて，「ユダ
ヤ教の更新」を導く絶対の条件にまで高められた。ユダヤ青年達は，内なる山にわけ入り，隠され
たユダヤ性と思考の断片に触れ，それらを，自身と民族の意識に留めなければならない。「更新」を
実現する自身の神との出会いは，その瞬間の生成物であるが故に，共同社会で生を営む自我はこの
体験を再び忘却へと押し込めようとするだろう。だが，自らの山に踏み入り，「容赦のない厳しさの
精神」で危険と孤独を貫通しようとする者の強靭な意志は，共同社会内にあってもこの生成物を逃
さない。なぜなら，彼は，神と出会える孤独な自然を自身の内に持ち，「神を探せぱ，どこででも神
に会える」からである。
　山で得た霊感が，下のほうのあの場所でも生きた体験であり続けるためにショーレムは自らの反
抗精神にさらに磨きをかけた。ショーレムは，今，霧の向こうに捕らえた思考の断片で自らを「更
新」し，ひとりのモーセとして，この思考の断片をたずさえて山を下り，ベルリンでいまにも自己
欺隔の世界へと後退していきそうな青年（Jugend）世代のシオニスト達に生命（Jugend）への道
を示さねばならない。彼の身に起こった「更新」の業をユダヤ人の共同社会にもたらさなければな
らない。そのために，彼は旅の思考をここに書き留めたのである。
　僕は僕自身のためだけにこの旅行をしたのではない，一千万人の（ユダヤ人の：筆者註）た
めにしたのである。Tb．　S．36
　これまで，ショーレムのシオニズム批判は，1914年12月，彼がプーバーの講演を聴きに行き，そ
こでプーバーの戦争肯定の態度を知ったことに端を発すると考えられていた。その時のショーレム
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の疑念表明をすでに我々は第二章の冒頭に引用した日記で確認しているな少なくともブーバーへの
疑念はそこから始まったと考えられていた。しかし，1915年の初頭にシ旨☆レムが志したシオニズ
ムの革命は，「旅に観察と旅の思考』の中で既に準備されていたことが｝こに明らかになった。確か
に，ブーバーへの疑念と，彼の疑わしい神秘主義的シオニズムに熱狂した青年シオニストの参戦は，
ショーレムの行動を過激なものへと導いた。だが，彼のシオニズムに対する否定的な態度は，「ユダ
ヤ教の更新」への独自の理想が形成されつつあった『旅の観察と旅の思考』において決定していた。
たとえ第一次世界大戦が，後退した青年シオニズムの愚行を暴かなかったとしても，体制へのショー
レムの批判は避けられなかったであろう。1914年の夏にショーレムの思想家としての目覚めがあっ
たと考えてよいだろう。16才の純粋な魂は，現実性を一切考慮せず，ロマンティックな未来像を夢
見ていたのかもしれない。しかし，自らの意識の奥底に，思考という名の価値ある生命を探し出し
たように，民族の生命も霧がかった危険の深みに見出されるに違いないという確信は，ユダヤ人
ショーレムの後の歩みを決定づけた。崇高な山の孤独の中で若き魂は，自らの意識の底からたちの
ぼる自然のうねりを，自身を「更新」する思考の渦を見たのだった。ユダヤ性の実体に触れようと
する個々人の内向的な努力なくしては，「内的体験」の共有も「ユダヤ教の更新」もありえないのであ
る。この信念が，ショーレムのシオニズムを規定した。「ユダヤ教の更新」というプーバー語彙は，
ユダヤ民族の問題に限定された孤独な精神的シオニズムを表すものへと書き換えられたのである。
V　　山一神秘主義研究
　ショーレムは，1915年に発行されたユング・ユダの機関紙Die　Blau－Weisse　Brilleにおいて，は
じめて公に公的シオニズムと戦争を非難した。「青年運動」と題された短い声明のなかで，彼は，シ
オニズムはユダヤ人青年運動を持ち合わせておらず，ただ運動の喪失があるのみだと攻撃し，ユダ
ヤ性への内的努力を失ったこの集団を「Jugendなきユダヤ人運動，な運動のないユダヤ人の
Jugend，ユダヤ教なきJugend運動」と定義した。13）加えて彼は，ヘブライ語とユダヤ教原典の学
習が真正なユダヤ人青年運動を実現するという持論を提出したが，シオニズムのエリート主義的傾
向を強めるとしてやはり強い反発をひきおこした。14）ユダヤの伝統との触れ合いという，彼がかつて
体験したのと同一の過程を通じて，Jugendの覚醒を一般の大衆に期待したのであろうか。しかし，
現実問題として，そうすることのできるゆとりと才能は，誰もに無条件で備わっているわけではな
い。『旅の観察と旅の思考』に示されたショーレムの「ユダヤ教の更新」へのプログラム，及びシオ
ニズムの精神的革命は，政治的な局面との接点をなんら有していなかったが為に，理想の域を出る
ことはなかった。ショーレムの孤独なJugendへの道は，1919年に彼が大学での専攻を変え，ユダ
ヤ神秘主義研究を決意したときに初めて開かれた。ショーレムはたったひとりで失われたJugend
を掘り起こしに出かけたのだった。15｝
　当時，ユダヤ神秘主義の諸文献はその成立年代すらも明らかにさ拠てはいない状況だった。ユダ
ヤ神秘主義は連続した固有の歴史を持っことはなく，神秘主義的な諸力は，合理的に把握されうる
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連続したユダヤ教史の舞台に，ただそれに異議を唱えるためだけに出現した民衆運動であると解釈
されていた。神秘主義の非合理性は，本来のユダヤ教にとっては異質な精神運動であるがためにユ
ダヤ教の歴史からは排除された。それ故，歴史上幾度となく現れる神秘主義的な運動は，ユダヤ教
本来の歴史との関連を持たなかったし，神秘的現象の各々さえも，互いにいかなる関連を持つこと
もなかった。神秘主義者達は，ユダヤ教の権威の名を借りて彼らの体験を記述していたので，現存
する文献のほとんどは，金銭などを目当てにした信用のおけない偽作とみなされていた。この匿名
性は，成立年代を同定する際の障害のひとつでもあった。16〕
　神秘主義にっいてこのような理解が一般的だった時代に，ショーレムは，神秘主義の形而上学に
真剣に取り組もうと志したのだった。神秘主義にユダヤ教の長年にわたる存続の鍵が隠されている
と確信していたショーレムは，まず初めに神秘主義に自立した固有の歴史があることを証明しなけ
ればならなかった。その際，必要とされるのは，哲学的な考察でも神学的な思弁でもなく，あまた
ある資料から隠された内的関連を探り出し，そこから新たな歴史の直線を生み出す文献学的な洞察
であった。
　カバラの歴史家としてのショーレムの出発点に，『旅の観察と旅の思考』との関連で考えられ得る
思想上の基盤を認めることができることを，私はここで指摘するつもりである。理性の宗教として
のユダヤ教の存続は，それとは正反対の隠された非合理の諸力，つまり神秘主義の潮流によって保
証されている，というショーレムの歴史概念は，ビアールによって「反歴史（counter－history）」と
名づけられている。ビアールは，従来の歴史が完全に無視してきた領域に隠された歴史を発見した
ショーレムの「反歴史」的歴史記述に，エルンスト・プロッホとショーレムの親友ヴァルター・ベ
ンヤミンの影響を示唆した。17）ベンヤミンのマルクス主義的な歴史概念が，ショーレムのカバラ研究
に多大な痕跡をとどめているとしてもなんら不思議はあるまい。ショーレムがユダヤ神秘主義研究
を志したとき，5歳年上のベンヤミンは，ショーレムにもっとも影響力を持った知識人のひとりで
あった。権力者の歴史ではなく，社会的に権力を奪われている人々，例えば，労働者や農民などに
光をあてた新しい歴史記述についてショーレムはベンヤミンから聞かされていたのかもしれない。
　だが，ユダヤ教の神秘家達は，一部を除いて決して低い身分の出身ではなかった。神秘的経験は，
それが無知なものによって悪用されるのを防ぐために，宗教的に高い地位にあるものだけに許され
た特権とみなされていた。18）カバリスト達は，正当的なユダヤ教世界でのエり一トなのである。
ショーレムとベンヤミンとの相違は明白である。ショーレムには歴史記述に階級闘争を持ち込むつ
もりなどさらさらない。彼の歴史記述は，後から関連づけられ直線的に並べられた我々の歴史が，
いつのまにか見失ってしまった隠れた生命の躍動を再び歴史に取り戻すための手続きだったとみな
されるべきであろう。
　異端的な装いを見せるユダヤ神秘主義思想は，ラピ的ユダヤ教の懐の深くに常に内在しており，
まれに大衆のメシア信仰と結びついて大弾圧を受けることはあったが，大抵は，あくまでも伝統の
許容範囲内で自らの神秘思想を表現したのだった。彼らは，原典の解釈を通じて自らの神秘思想を
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伝統的な語彙の内に滑り込ませる。彼らは自らの見解があたかも伝統の一部であったかのように装
うために匿名を好んだのだった。！9）ユダヤ教は，彼ら，自称伝統主義者達によって施された新たな原
典解釈によって，常に，時代に適合した精神を保ち続けることが出来た。つまり，ユダヤ神秘主義
思想は，ユダヤ教の魂を枯渇させるといわれたユダヤ教の形式主義的な諸力のただ中に現れる
Jugendの再生なのである。
　こうしたユダヤ教存続の仕組みは，若き日にJugendによる「ユダヤ教の更新」を夢見たショー
レムの手によってはじめて明らかにされたのだった。彼の歴史記述は，主観的な動機によって開始
されはしたが，客観的に導き出されたユダヤ神秘主義の反歴史は，結果として彼の初期の洞察の鋭
さを証明している。ショーレムは，ユダヤ史の余りかすとでもいうべきユダヤ神秘主義文献のがら
くたから，ユダヤ史の裏の歴史を完成させた。彼はそこに，ユダヤ史の表の歴史を影で支える生け
るユダヤ性を見ていた。
　『旅の観察と旅の思考』の冒頭でショーレムは，「僕たちの体験は，後になると一列に並べられて
．整理されるものなのである」と記していたことを思い出してほしい。これは歴史成立の問題として
次のように言い換えることが出来るだろう。つまり，あらゆる時代を通してそこには無数の人々の
体験が存在するにもかかわらず，後代の歴史家はその一部を，おそらくはその時代の権威と強く結
びついた一握りの人々の体験のみを一ひょっとするとその体験すらもその時代の方向性と歴史家
の主観によって曇らされていたかもしれないが一一列に並べ整理してきたのである。『旅の観察と
旅の思考』のショーレムは，生の体験である思考を生成と消滅の束の間の一瞬に捕らえ，これによっ
て思想をまとった自我へと自らを「更新」しようとしたし，この貴重な体験を神との邊遁に醤えも
した。また同様に，脈々と受け継がれてきた民族の魂は，体験の神との邊遁によって自らに開示さ
れるものであり，そのためには，孤独と危険が渦巻く自身の山へと足を運ぶ「容赦のない厳しさの
精神」を，デーモンの霧を貫く勇気を青年は身に付けるべきであった。そして，今，この思想は彼
の歴史記述のありかたを規定するものへと変容する。ユダヤ教の権威の名が連なるユダヤ教史の表
の顔の裏側に，公的なユダヤ教を影で支えてきた神秘主義の絶えざる潮流を発見することによっ
て，歴史は新たな装いを見せるであろう。つまり，これまで歴史記述がなおざりにしていた人々の
体験は，新たに世界と関連づけなおされるのである。
　山で神に会った人間は，山から降りるとその体験を忘れてしまう。そのため，彼に授けられた啓
示は永遠に何人にも示されない，とショーレムは『旅の観察と旅の思考』で述べている。20）これと同
様に，ユダヤ教の生命として，ユダヤ教のJugendとして歴史の構築に主要な役割を担ってきたユ
ダヤ神秘主義の潮流は，後代のユダヤ人歴史家の目には写らない。なぜなら，彼らには，人々の体
験が堆積した歴史の山へと踏み入れ，危険きわまりないその深部に身を置く勇気もないし，そこで
歴史を動かした体験の生命力（Jugend）を見出すべき洞察もないからである。そのような歴史家の
態度は，整然としてはいるが生命の躍動に欠いた歴史のモニュメントを残すばかりである。21）これに
対し「容赦のない厳しさの精神」によって貫かれたショーレムの歴史記述は，整理された体験とし
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てのユダヤ史に，その体験に本来に備わっていたはずの思考と生命の閃光を取り戻す。彼のユダヤ
神秘主義研究とそのために彼がとった歴史記述法は，ベンヤミンの影響というよりも，ベンヤミン
と知り合う以前の『旅の観察と旅の思考』の中にすでに用意されていた。
　ショーレムは1937年にザルマン・ショッケンの60歳の誕生日を祝って彼れ宛に『私のカバラ研究
の真の動機についての率直な言葉』と題された告白調の手紙を送った。注目すべきは，この手紙が，
『旅の観察と旅の思考』でショーレムが自らの思想を表現するためにもちいた独特の語彙に満たされ
ている点である。以下に，この手紙の中でもっとも重要と思われる箇所を引用する。
　山，すなわち出来事の集録資料（das　Korpus　der　Dinge）は，鍵を全く必要としません。霧に
覆われた歴史の壁こそが貫通されなければなりません。それを貫通するための仕事に私はこれ
までかかわってきました。私は霧の中でつき刺されるのでしょうか。私は，いわば「職業的な
死（Tod　in　der　Professur）」を被るのでしょうか。しかし，歴史的な批判と，批判的な歴史の必
要性は，たとえ犠牲を要求されようとも，他の何ものにも置き換えることは出来ません。22｝
　『旅の観察と旅の思考』から23年たった今も，「山」はショーレムにとって特別な意味あいを持っ
た言葉であり続けている。1930年代に，ショーレムはフランツ・カフカの作品を夢中になって解釈
していた時期があった。ビアールは，ショッケン宛の手紙に出現する「山」に，物語の主人公K．
の目の前に横たわっているにもかかわらず，いくら彼が歩を進めても到達できない「城」の姿を重
ね合わせた。カフカの作品はショーレムにとって世俗化したカバラの世界感情の表現であるように
思われた。真実へ通じる道はどこにもない。真実との直接的な接触は不可能なことである。故に，
人はただ，間接的な方法で，真実の炎に焼く尽くされないぎりぎりの場所で，真実の外部から辛う
じてその光を認め得る小径を探すのだ。鋤
　歴史記述もまた同様のことが言えるかもしれない。ショーレムの目の前に置かれた無数のユダヤ
関係の資料は，歴史の真実を内に秘めていることだろう。だが，後世の歴史家が，歴史に生命を付
与する匿名の領域を記述するためには，誠実な文献学的洞察という間接的な小径を通るほかはな
い。いかにその道筋が生ける歴史の真実に肉薄するのかは，事実の集積である山へ踏み込み，視界
を遮る濃い霧を貫通する勇気と歴史家の鋭い洞察力にかかっているのである。「職業的な死」を恐れ
ずに，批判的な歴史を再構築しようとしたショーレムの頑なな志が，学術的な領域内でユダヤ精神
の「更新」を為し遂げた。世界に反抗し続けたショーレムの若き魂は，孤独な探求の末に，神秘主
義という歴史のJugendを発見し，それを世界に提示したのである。
【註】
註記中のショーレムの著作のうち，邦語訳のあるものについては邦語訳の題名と頁数を記した。
また，手紙はBriefe　Bd．11914・1947，　Hrsg．　v．　Itta　Shedletzky，　MUnchen，1994．を使用し
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た。日記はTagebUcher　1913。1917，　Hrsg．　v．　Karlfried　GrUnder　u．　Friedrich　N　iew6hner，
Frankfurt　a．　M．，1995．を使用した。なお，日記は記号Tb．で表した。
1）Graetz，　Heinrich（1817－1891）：19世紀の著名なユダヤ人歴史家。ショーレムによるグレーツの
　　評価は「ユダヤ神秘主義　その主潮洗（G．ショーレム著　山下肇　他訳　法政大学出版局
　　1985年）8頁，『ベルリンからエルサレムへ』（G．ショーレム著　岡部仁　訳　法政大学出版局
　　1991年）124頁を参照。ショーレムは若いときグレーツに感激したが，後のショーレムのユダヤ
　　神秘主義研究はグレーツへの攻撃を多く含んでいる。
2）With　Gershom　Scholem，　In；On　Jews　and　Judaism　in　Crisis，　ed．　Wemer　J．　Dannhauer，1976
　　P．19．
3）『カパラーと反歴史1（デヴィッド・ビアール著　木村光司　訳　晶文社　1984年）108頁。
4）「ベルリンからエルサレムへ』，50頁。
5）Enzo　Traversoはショーレムのユダヤ性とドイツ性を対立させる傾向から彼を「精神的シオニ
　　ズム」に分類している。エンツォ・トラヴェルソ，「ユダヤ人とドイツ』，字京三　訳，法政大
　　学出版局，1996年。第一次世界対戦前後のシオニズムの動向に関しては，ウォルター・ラカー，
　　「ユダヤ人問題とシオニズムの歴史』，高坂誠　訳，教文堂，1987，239・265頁を参照。
6）「カバラーと反歴史』102頁。なお，「内的体験」の共有によって築かれる新しい共同体へのブー
　　バーの理想については，Mendes・Flohr，　Paul：From　Mysticism　to　Dialogue　Martin
　　Buber’sTransformation　of　German　Social　Thought，　Wayne　State　University　Press　Detroit，
　　1989，　pp．49・83．に詳しい。
7）「カバラーと反歴史』119頁。
8）イスラエルでの新しい共同体の形成を呼びかけたプーバーが，いよいよ時が到来したときにユ
　　ダヤ青年達とともに行かなかったことを彼らは決して許さなかった。青年達はブーパーに拒絶
　　されたと思った，とショーレムは後に述べている。「マルティン・プーバーのユダヤ教理解」『ユ
　　ダヤ主義と西欧』（G．ショーレム著　高尾利数　訳　河出書房新社　1973年）138，139頁。
9）1916年以降，ショーレムとブーバーとの間には個人的な交流があった。ショーレムはプーバー
　　を非難していたが，神秘主義研究の先達への敬愛を忘れたことはなかった。しかし，プーバー
　　のハシディズム理解は，文献への誠実さを欠いた主観的なもののようにショーレムには思われ
　　た。ショーレムはプーバーを作家に近い存在とみなしている。「マルティン・ブーバーのハシ
　　ディズム理解」『ユダヤ主義の本質』（G．ショーレム著　高尾利数　訳　河出書房新社　1972
　　年）170，171頁。
10）Buber，　Martin：Die　Erneuerung　des　Judentums，　In：Drei　Rede　uber　das　Judentum，
　　Frankfurt　a．　M．，1911，　S．57－102．ブーバーの初期の思想，とくに「ユダヤ教に関する三つの
　　話」がシオニズムに与えた影響にっいては，Altmann，　Alexander：Theologie　in　Twentieth・
　　Century　German　Jewry，　In：Year　book　xix，　Leo　Baeck　Institute，1974，　pp．202－205．
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11）ビアールは，プーバーのシオニズムがユダヤ人のみならず，諸民族をもともに平和裡に結びつ
　　ける力となると考えていた，と言う。「戦争前は，シオニズムは孤立したままであった。だが，
　　戦争によってシオニストとドイツ民族主義者はお互いを同志として認めあった」　『カバラーと
　　反歴史』106頁。
12）With　Gershom　Scholem　p．14
13）Die　Blau－Weisse　Brille　Nr．1（1915年7，8月号）。再録はTagebUcher　1913・1917，　S．291．
14）『カバラーと反歴史1，119，120頁と392頁の第三章の註55）参照。
15）ショーレムはそれまで大学で数学を専攻していたが，この年，ミュンヒェン大学に赴き，カバ
　　ラの言語理論について論文を書く決意をした。だが，この計画は先送りされ，彼は「バーヒル』
　　の翻訳と注釈をテーマに博士論文を書き上げた。「ベルリンからエルサレムへ』，127・130頁。
16）例えば，「ゾーハル』の成立年代設定に関する動向。『カバラーと反歴史』，146，152頁。当
　　時，文献の古代性は真正さの基準であった。「ゾーハル』研究へのショーレムの貢献について
　　は，Tishby，　Isaiah：Gershom　Scholem’s　Contribution　to　the　Study　of　the　Zohar，　In：
　　Gershom　Scholem　The　Man　and　His　Work，　ed．　Paul　Mendes・Flohr，　New　York，1994　pp．
　　40－55．を参照。
17）『カバラーと反歴史』346頁。
18）『カバラとその象徴的表現』（G．ショーレム著　小岸昭　岡部仁　訳　法政大学出版局　1985
　　年）36頁。
19）『ユダヤ神秘主義　その主潮流』，269頁。
20）「永遠の瞬間，お前は神とひとつになる。お前は神に抱かれた自分を発見する。＊＊＊略＊＊＊
　　しかし，必然の鉄の山にあってお前の自我は力なく砕け散り，もはやお前のもとには戻ってこ
　　ない。目に光を，心に死をたたえ，共同体へと足を向ける。恩寵の秘密は示され得ない。」
　　TagebUcher　1913・1917，　S．35．
21）19世紀のユダヤ学の体質をショーレムはシュタインシュナイダーを例にとって説明している。
　　彼は弟子の一人に「私たちはなお，ユダヤ教の残津に恭しく墓を用意するという課題をもって
　　いるのみです」と語ったという。「ユダヤ教学の過去と現在」「ユダヤ主義の本質』，128頁。
22）Briefe　Bd．11914・1947，　S．472．
23）「芸術は，真理のまわりを飛びかう。しかし，真理に焼きつくされまいと固く決意してだ。芸術
　　になしうるのは，空漠とした闇の中にあって，あらかじめ所在を知ることの出来ない光条をしっ
　　かりと受けとめられる，そういう一点を発見することだ。」
　　Kafka，　Franz：Nachgelassene　Schriften　und　Fragmente　II　in　der　Fassung　der
　　Handschriften，　Hrsg．　v．　Jost　Sch三11emeit，　Frankfurt　a．　M．，1992，　S．75．
　　記述およびテクストに関するカフカとユダヤ神秘主義者との思想上の類似については，拙論，
　　「フランツ・カフカにおけるヘブライ的テクスト観とその意義』，明治大学大学院，文学部研究
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論集第4号，1996年参照。
ショーレムとカフカへのピアールの言及は，『カバラーと反歴史』，138と310頁。
〔ResUmee〕
　　Im　vorliegenden　Aufsatz　versuchte　ich　frUhere　Gedanken　Scholems　zu　konturieren．　Aus
seinen　kUrzlich　erschienenen　Tageb廿chern　kδnnen　wir　wissen，　dass　der　16　jahrige
Scholem　schon　1914，　wenn　auch　mit　undeutlichem　Ausdruck，　das　Fundament　seiner　Philosophie
entwickelt　hatte，　das　seinen　radikalen　geistigen　Zionismus　charakterisierte　md　zu　seiner
spateren　Entscheidung　fUr　die　Forschung　der　jUdischen　Mystik　fUhren　sollte．　Bei　der
Betrachtung　seiner　jugendlichen　Gedanken　sollen　“Reisebeobachtungen　und　Reisegedanken”
im　Brennpunkt　des　Interesses　stehen，　die　im　Sommer　1914　wahrend　seines　Aufenthalts　im
Alpenhochtal　des　Gotthardmassivs　entstanden，　von　Scholem　selbst　betitelt　wurden．
　　In“Reisebeobachtungen匙md　Reisegedanken”　sprach　nachdrUck1三ch　Scholem　von　“der
Erneuerung　des　Judentums”．Vermutlich　entlieh　er　diesen　Terminus　von　Martin　Bubers
Schriftwerken，　die　er　gern　Ias．　Er　umschrieb　mit　diesem　Terminus　sein　Ideal　des　Judentums
und　seine　Hoffnung　auf　die　Taten　der　jungen　Zionisten．
　　Scholem　behauptete，　dass　die　“Erneuerung”　廿berhaupt　der　jungen　Generation　auferlegt
werden　sollte．　Die　Jugend　habe　das　Verm6gen，　aus　der　nebelhaften　Dunkelheit　der　geistigen
Tiefe　Bruchteile　eigener　Gedanken　herauszuziehen　und　aus　solchen　Gedankenbruchteilen　ihre
Lebensphilosophie　zu　gestalten．　In　gleicher　Weise　kδnne　die　Jugend　in　demselben．Ort　die
vergessenen　Zeichen　des　ewigen　Judentums　ausfindig　machen．　Dieses　Zeichen　wurde　dem
damals　an　die　deutsche　Gesellschaft　assimillierten　Zionismus　den　Weg　zu　Zion　weisen．　FUr
Scholem　bedeutete　das　Wort“Jugend”　nicht　nur“junge　Zionisten”，sondern　auch
die　unergr茸ndliche　Lebensf廿lle　des　Judentums．　Die　Anschauung，　dass　die　Entstehung　der
pers6nlichen　Philosophie　und　die　Entdeckung　des　echten　jtidischen　Geisteserbes　den
Erlδsungsprozess　des　Judenvolks　betreffen，　charakterisiert　Scholems　Vorstellungvon　der
“Erneuerung”．
　　Er　ste11te　die　Entwicklung　zu　seiner　“Erneuerung”　thit　Bildern　der　Gottesnatur　im　St．
Gotthard　dar．　Die　Jugend　m苞sse　Moses　nachleben，　der　wagte，　in　die　Einsamkeit　und　Gefahr
des　Berges　einzutreten，　um　vom“Gott　des　Erlebens”“die　Magie　der　Richtung”gesche！lkt
zu　bekommen．　Was　die　Jugend　brauche，　sei　der　Mut，　alles　Europaische　und　alle
Kompromisse　damit　grUndlich　abzulehnen，　von　der　Sehnsucht　begleitet，　in　den　Nebelberg
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des　pers伽1ichen　Bewusstseins　und　des　Volksgeistes　hineinzugehen．　Scholem　nannte　solchen
Mut　den　“Geist　rUcksichtsloser　Strenge”
　　Trotz　seines　eifrigen　Rufs　an　die　Zionisten　wurde　er　nicht　von　der　Mehrheit　akzeptiert
Wahrend　des　1．　Weltkriegs　ktimpften　viele　junge　Juden　o㎞e　Bedenken　mit　den　Deutschen
gegen　den　Feind．　Scholem　muミste　auf　die　Verwirklichung　seiner　Ideale　verzichten．　Seit　1919
konzentrierte　er　sich　darauf，　die　Kabbla　zu　studieren，　um　im　akademischen　Bereich　die
“Jugend”，die　geistige　Lebensftille　zu　finden．　Seine　“Erneuerung　des　Judentums”wurde
vollzogen，　indem　er　seine　neue　Geschichte　der　jttdischen　Mystik，1ebendige　Geschichte　des
Judenturns，　entdeckte．
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